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自己紹介
• 専門
農業機械（スマート農業）

• 担当科目
• 生物生産機械学（2年生）
• 生物生産機械学実験（2年生）
•プログラミング基礎（2年生）
• AI・データサイエンス入門（1年生）
• AI・数理・データサイエンス演習（2年生）
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http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/attach/pdf/index-32.pdf

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/attach/pdf/index-32.pdf


茨城大学農学部における
実データを用いたデータサイエンス教育概要
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ドローン

茨城大学農学部附属国際フィールド農学センター

農産物直売所

生物生産機械学

IoT機器 人工衛星

地理情報学

農作業学

農業気象学

水田 畑地 果樹園 その他 合計

2.6ha 11.6ha 3.3ha 4.6ha 22.1ha

作物の生育状況気象データの収集

操作体験

購買情報

附属農場での実データの収集と，それを活用した
実践的な専門授業の展開

農学系データサイエンティストの養成

etc.

プログラミング基礎

ゲノム科学

植物生理学



データサイエンス教育に関する
困っていること・知りたいこと

• プログラミング関連講義の実施方法について
• ビジュアルプログラミング言語とPythonを用いて実施している。
• 受講生の間で理解度で大きな差ができる。

• 受講生の興味を引く実データ（その分野特有のデータ）
の使い方

• 基盤教育科目(一般教育)から専門科目(専門教育)への
橋渡しについて

農学分野関係各位のご連絡をお待ちしております。
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